
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
命
の
智
恵
　
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る

　
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
―

　
　
　
講
師
　
西
川
　
眞
知
子 

氏

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
は
イ
ン
ド
で
生

ま
れ
た
5
千
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
医

学
で
す
。
人
間
を
ボ
デ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
、
真
我
、
環
境
、
五
感
な

ど
の
有
機
的
な
存
在
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
基
本
の
五
元
素
論
、
人
間
五

鞘
論
、
チ
ャ
ク
ラ
な
ど
を
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
技
編
で
は
身
体

や
心
の
デ
ト
ッ
ク
ス
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
初
心
者
の
方

に
も
楽
し
く
す
ぐ
わ
か
り
や
す
い
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
半
：
講
義
編
：
1
時
間
30
分

後
半
：
実
技
編
：
1
時
間
30
分

◎
前
半
の
内
容

①
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
は　

②
五
元

素
論　

そ
れ
を
問
診
、
脈
診
、　

望
診

で
知
る　

③
人
間
五
鞘
論　

④
チ
ャ
ク

ラ
と
カ
ル
マ　

⑤
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

◎
後
半
の
内
容

①
身
体
の
鞘
の
デ
ト
ッ
ク
ス　

曲
げ
る
、

反
る
、
ね
じ
る
の
基
本
の
ポ
ー
ズ
と
人

体
は
宇
宙　

お
腹
に
太
陽
、
眉
間
に
月
、

細
胞
は
星
そ
れ
を
輝
か
せ
る
こ
と

②
気
の
デ
ト
ッ
ク
ス　

呼
吸
法
：
陰
陽

バ
ラ
ン
ス
呼
吸　

③
心
の
デ
ト
ッ
ク
ス

ラ
ジ
ャ
ス
と
タ
マ
ス
、
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
度

を
知
る　

④
環
境
デ
ト
ッ
ク
ス　

⑤
真

我
の
性
質

※
本
格
的
な
「
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」

　

の
理
論
と
実
技
を
学
べ
る
貴
重
な
機

　

会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

　

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
是
非
ご
参

　

加
願
い
ま
す
。

●
西
川
眞
知
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
代
表　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
医
療

融
合
協
会
理
事　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

体
質
別
健
康
美
容
法
と
独
自
な
簡
単
生

活
習
慣
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、

講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
健
康
美
容
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
開
発
を
数

多
く
手
掛
け
る
。「
生
命
の
科
学
ア
ー
ユ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」「
こ
れ
一
冊
で
き
ち
ん
と

わ
か
る
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
な
ど
著

書
多
数
。http://jnhc.co.jp

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
御
寄
付
を
し
て
戴
け
る

方
は
郵
便
振
替
用
紙
に
そ
の
分
を
記
入

し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り
込

み
願
い
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
、
四
月
、

　

五
月
例
会
予
告

◎
平
成
25
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
「
オ
ー
ブ
」
と
「
イ
オ
ン
・
ボ
ー
ル
」

　

の
形
成
（
1
）

◎
動
的
視
覚
化
法
に
よ
る
論
理
の
瞬
間

　

伝
達
法
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日
時　

平
成
26
年
4
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
26
年
3
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
時
～
18
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
・
国
際
ヒ

ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
会
員
）

癒
し
（heal

）
は
、
全
体
（w

hole

）、

聖（holy

）、
健
康（health

）
に
通
ず
る

と
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ル
博
士
は

述
べ
て
い
る
。

実
際
、
癒
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
?　

癒
し
と
は
な
ん
な
の
か
?

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は「
癒
し
の
ツ
ボ
」
と
題
し
て
、
癒

し
の
本
質
、
原
点
に
迫
ろ
う
と
思
い
ま

す
!�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と

天
変
地
異
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

般
若
心
経
と
サ
イ
科
学

　
　
　
　
講
師
　
岩
根
　
和
郎 

氏

今
回
の
講
演
で
は
、
拙
著
「
暗
号
は

解
読
さ
れ
た　

般
若
心
経
」（
献
文
舎
）

を
中
心
と
し
て
、
サ
イ
科
学
と
の
関
係

に
ま
で
言
及
し
ま
す
。
拙
著
は
「
般
若

心
経
は
暗
号
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、

深
い
瞑
想
に
よ
り
、
現
代
用
語
に
よ
っ

て
読
み
解
い
た
も
の
で
す
。

暗
号
で
あ
る
が
故
に
、
決
し
て
情
緒

的
に
は
書
か
れ
て
居
ら
ず
、
数
学
の
よ

う
に
極
め
て
論
理
的
に
緻
密
に
書
か
れ

て
お
り
、
2
6
2
文
字
に
無
駄
な
文
字

は
一
つ
も
無
く
、
ま
っ
た
く
矛
盾
無
く
、

見
事
な
全
体
の
整
合
性
を
保
っ
て
読
み

解
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

解
釈
の
要
と
な
る
「
空
」
は
実
体
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
精
神

性
の
本
質
と
同
一
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
生
命
活
動
を
営
む
環
境
と
し
て
の「
空

相
」
が
用
意
さ
れ
、
そ
こ
は
時
間
空
間

を
超
越
し
、
善
悪
を
超
越
し
た
絶
対
価

値
体
系
で
あ
り
、
諸
行
無
常
の
存
在
の

背
後
に
あ
っ
て
、
変
化
変
容
を
超
越
し

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

現
象
の
世
界
は
「
非
実
在
の
世
界
」

で
あ
り
、
空
で
あ
る
「
実
在
の
世
界
」

と
は
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
宇
宙
モ
デ
ル
」
を
示
し
、

そ
こ
に
サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

● ❷●



●❸ ●

※ 「
般
若
心
経
」
を
暗
号
と
考
え
、
深

く
研
究
し
た
画
期
的
な
書
籍
の
内
容

を
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
岩
根
和
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
八
年
（
1
9
4
3
年
）
二
月

四
日　

宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

大
学
で
は
物
理
学
を
専
攻
。
国
立
研

究
機
関
に
お
い
て
、「
視
覚
」「
認
識
」

と
い
う
医
学
・
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

領
域
の
研
究
に
従
事
。
退
官
後
は
「
人

工
知
能
」
と
「
W
e
b
上
の
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド
」
を
実
現
す
べ
く
起
業
し
現

在
に
至
る
。
科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

古
今
東
西
の
哲
学
、
思
想
、
宗
教
、
歴

史
に
精
通
す
る
と
と
も
に
精
神
宇
宙
を

深
く
探
求
・
解
明
さ
れ
た
希
有
な
る

「
文
化
家
」。
市
井
に
身
を
置
き
企
業
経

営
者
・
家
庭
人
と
し
て
、
徹
底
し
て

「
現
実
主
義
」
を
貫
い
て
い
る
。

日
時　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

今
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　
講
師
　
土
橋
　
重
隆 

氏

日
時　

平
成
26
年
3
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

日
時　

平
成
26
年
4
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

気
で
読
み
と
る
鬱
積
感
情
、

霊
障
と
そ
の
治
療

　
　
　
　
講
師
　
橋
本
　
和
哉 

氏

日
時　

平
成
26
年
5
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
2
月
本
部
例
会
報
告

「
疾
病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
」

　
新
治
療
法
を
求
め
て

　
　
　
講
師
　
宇
治
橋
　
泰
志 

氏

　
　 

I
・
H
・
M
　
L
L
P（
国
際
先
端

医
療
技
術
有
限
責
任
事
業
組
合
）

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

ガ
ン
は
い
ま
だ
に
発
症
の
原
因
が
つ

か
め
て
い
な
い
で
す
し
、
ま
た
日
本
の

難
病
も
増
し
て
お
り
ま
し
て
、
治
療
法

の
全
く
見
え
な
い
難
病
は
現
在
五
百
種

類
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。



「
日
本
の
難
病
」
の
デ
ー
タ
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
1
9
7
4
年
10
疾
患
約

5
万
人
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
2

�
0
�1�

2
年
現
在
56
疾
患
約
70
万
人
の
人
々
が

苦
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
医
療
費
は
膨

ら
む
一
方
で
、
個
人
負
担
や
企
業
負
担

ま
た
国
家
負
担
も
大
変
な
わ
け
で
す
。

で
は
病
気
の
原
因
と
は
何
で
し
ょ
う

か
?
一
般
的
に
は
病
気
は
加
齢
、
偏
っ

た
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
、

悪
い
住
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
内
環

境
が
悪
化
し
て
、
起
こ
る
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
体
内
環
境
が

悪
化
す
る
と
、
次
に
体
内
に
毒
素
や
疲

労
、
老
廃
物
が
蓄
積
し
、
血
液
が
汚
れ

て
き
て
、
そ
こ
で
体
内
共
生
微
生
物
が

異
常
に
な
り
、
そ
し
て
病
気
が
発
生
す

る
、
と
我
々
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
と
い
う
も
の

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
ソ

マ
チ
ッ
ド
と
い
う
の
は
、
体
内
に
い
る

体
内
共
生
微
生
物
の
こ
と
で
、
ガ
ス
ト

ン
・
ネ
サ
ン
先
生
が
ソ
マ
チ
ッ
ド
と
命

名
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
使
っ
て
い
る
暗
視

野
顕
微
鏡
で
す
。
通
常
の
明
視
野
顕
微

鏡
と
少
し
違
い
ま
し
て
、
強
い
光
源
と

乱
反
射
を
利
用
し
て
、
ミ
ク
ロ
の
物
体

を
捉
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
で
血
漿
の
中
に
見
ら

れ
る
小
さ
な
つ
ぶ
つ
ぶ
を
ガ
ス
ト
ン
・

ネ
サ
ン
先
生
は
「
ソ
マ
チ
ッ
ド
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
血
液
の
成
分
構
成
と
し

て
は
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
に
加

え
て
、
血
液
学
に
お
い
て
は
未
知
で
あ

る
微
小
の
有
機
体
ソ
マ
チ
ッ
ド
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
の
理
論
と
し
て
、

ソ
マ
チ
ッ
ド
と
は

1 

．
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
（
1
9
2
4

～　

カ
ナ
ダ
在
住
）
に
よ
っ
て
、
発

見
・
命
名
さ
れ
た
。

2 
．
ソ
マ
チ
ッ
ド
は
ど
ん
な
酸
の
中
で

も
生
き
ら
れ
る
。

3 

．
固
形
に
な
る
と
2
1
0
度
以
上
の

熱
で
も
死
な
な
い
。

4 

．
5
万
レ
ム
の
放
射
線
で
も
耐
え
ら

れ
る
。

5 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ

ン
デ
ン
サ
ー
で
あ
る
。

6 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
は
全
部
で

16
形
態
あ
る
。

7 

．
最
初
の
正
常
な
3
形
態
が
健
康
な

状
態
で
あ
る
。

ソ
マ
チ
ッ
ド
の
16
の
形
態
の
変
化
は

次
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は
ネ

サ
ン
先
生
の
一
番
の
功
績
は
、
健
康
な

人
は
最
初
の
3
形
態
が
あ
っ
て
、
重
い

病
気
の
人
は
そ
の
3
形
態
が
少
な
く
て
、

後
の
形
態
が
増
え
る
と
し
た
の
で
す
。

そ
れ
を
判
断
基
準
に
し
て
、
ネ
サ
ン
先

生
は
健
康
に
す
る
に
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
を

小
さ
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
、
樟
脳
な
ど
を
使
う
方
法
を
考

え
ま
し
た
。

私
た
ち
も
最
初
は
ネ
サ
ン
先
生
の
理

論
を
使
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
し
お

か
し
な
事
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ド

イ
ツ
の
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ

ン
先
生
の
理
論
を
知
り
ま
し
た
。

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
は
同
じ
も
の

を
「
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
」
と
名
付
け
た
の

で
す
が
、
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
の
理
論
と

し
て
、

プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
と
は

1 

．
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

（
1
8
7
2
～
1
9
6
8
）に
よ
っ
て
、

発
見
・
命
名
さ
れ
た
。

2 

．
細
胞
よ
り
は
る
か
に
小
さ
な
生
き

た
有
機
体
で
あ
る
。

3
．
生
命
活
動
に
不
可
欠
な
も
の
。

4 

．
血
液
の
環
境
が
悪
く
な
る
と
、
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
赤
血
球
や
細
胞
内
に

避
難
す
る
。

5 

．
血
液
の
環
境
が
悪
化
す
る
と
、
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
バ
ク
テ
リ
ア
相
と
な

っ
て
血
漿
中
に
出
現
す
る
。

6 

．
原
始
相
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
や
バ
ク
テ

リ
ア
相
の
出
現
は
、
病
原
性
の
判
定

に
用
い
ら
れ
る
。

● ❹●



我
々
は
最
初
は
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン

博
士
の
使
わ
れ
て
い
た
位
相
差
顕
微
鏡

で
血
液
中
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
見
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ

ン
ダ
ー
レ
イ
ン
博
士
の
使
わ
れ
て
い
た

暗
視
野
顕
微
鏡
で
は
、
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト

の
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
よ
り
は
っ
き
り

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
の
理

論
の
方
が
、
よ
り
論
理
的
で
も
あ
る
の

で
、
我
々
は
現
在
は
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

先
生
を
重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
は
チ
フ
ス
の

研
究
家
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
研

究
中
に
血
液
の
中
に
動
く
微
小
な
物
体

を
発
見
し
、
い
ろ
い
ろ
な
論
文
を
調
べ

た
の
で
す
が
な
か
な
か
分
か
ら
な
か
っ

た
と
き
に
、
生
物
学
者
の
ペ
シ
ャ
ン
プ

博
士
の
理
論
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。

ペ
シ
ャ
ン
プ
博
士
（
1
8
1
6
～
1

9
0
8
）
は
パ
ス
ツ
ー
ル
博
士
と
同
時

代
の
研
究
者
で
、
現
代
医
学
と
ペ
シ
ャ

ン
プ
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
博
士
の
病
気

発
生
に
対
す
る
相
違
点
は

1 

．
現
代
医
学
の
思
考
（
パ
ス
ツ
ー
ル

・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
説
）
→
病
気
は
病

原
菌
に
よ
り
外
襲
さ
れ
る
こ
と
で
発

生
す
る
。（
単
形
態
性
理
論
）

2 

．
ペ
シ
ャ
ン
プ
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

理
論
→
病
気
は
体
内
環
境
の
悪
化
に

よ
り
発
生
す
る
。（
多
形
態
性
理
論
）

当
時
パ
ス
ツ
ー
ル
博
士
と
ペ
シ
ャ
ン

プ
博
士
は
大
激
論
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
パ
ス
ツ
ー
ル
が
家
畜
の
炭
疽
病
を

ワ
ク
チ
ン
で
治
し
た
の
で
、
皆
パ
ス
ツ

ー
ル
の
方
が
正
解
だ
と
い
う
こ
と
で
、

ペ
シ
ャ
ン
プ
博
士
の
理
論
は
葬
り
去
ら

れ
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
の
理
論
を
も
う
少

し
説
明
し
ま
す
。

プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
0
・
0
1
ミ
ク
ロ

ン
（
千
分
の
一
ミ
リ
）
の
極
微
小
な
存

在
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
の
病
原
性

へ
の
発
達
は
、
次
の
図
の
よ
う
な
形
態

の
変
化
を
し
ま
す
。

右
図
の
上
方
の
形
態
に
行
く
ほ
ど
病

原
性
が
強
く
な
り
、
上
方
に
行
く
一
番

大
き
な
原
因
は
酸
性
に
な
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。

体
内
共
生
微
生
物
に
つ
い
て
は
下
の

表
の
よ
う
に
、
非
病
原
性
形
態
と
病
原

性
形
態
に
分
か
れ
、
そ
の
中
の
3
つ
の

形
態
は
次
頁
の
写
真
に
示
さ
れ
ま
す
。

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
よ
う
な
「
ス
パ

ー
ミ
ッ
ト
」
は
、
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
高
い
病
原
性
形
態
を
劣
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
マ
ク
ロ
シ
ン
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
」
か
ら
病
原
性
が
始
ま
り
、

「
ス
ポ
ロ
イ
ド
・
シ
ン
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
」

に
な
る
と
、
病
原
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
c
）

●❺ ●



        

（
デ
ジ
タ
ル
d
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
e
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
f
）

さ
ら
に
強
い
病
原
性
形
態
+
両
方
向

性
形
態
は
以
下
の
よ
う
な
表
と
3
つ
の

形
態
の
写
真
に
な
り
ま
す
。

病
原
性
が
高
く
な
る
と
核
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り

最
終
的
に
は
細
菌
（
結
核
菌
、
ぶ
ど
う

球
菌
等
）
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
結

核
は
外
か
ら
う
つ
る
だ
け
で
な
く
、
中

の
環
境
に
よ
っ
て
も
出
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
血
小
板
は
3
か
ら
7
つ
の

核
を
も
っ
た
状
態
の
も
の
で
、
血
液
凝

固
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

「
コ
ロ
イ
ド
シ
ー
シ
ッ
ト
」「
デ
ィ
エ
コ

シ
ー
シ
ッ
ト
」
は
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ス

パ
ー
ミ
ッ
ト
等
を
放
出
し
て
、
環
境
を

元
に
戻
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
g
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
h
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
i
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
J
）

● ❻●



私
は
、両
国
の「
免
疫
整
体
こ
こ
一
番
」

で「
A 
W 

G（A
rbitrary W

aveform
 

Generator
）
治
療
器
」
を
使
い
な
が
ら
、

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
理
論
に
則
っ
て
、
そ

の
効
果
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

電
子
治
療
器
の
歴
史
は
米
国
の
ロ

イ
ヤ
ル
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
博
士

（
1
8
8
8
～
1
9
7
1
）
か
ら
始
ま
り

ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
を
進

め
た
の
が
日
本
の
松
浦
優
之
博
士（
1

9
3
6
～
）
で「
A
W
G
治
療
器
」
を
発

明
さ
れ
ま
し
た
。

松
浦
先
生
は
動
物
の
精
子
を
使
っ
て
、

1
～
1
万
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
で
徹
底
的

に
実
験
を
重
ね
、
二
十
五
、六
年
の
基
礎

実
験
の
上
で
そ
の
中
か
ら
約
百
種
類
の

有
効
な
周
波
数
を
突
き
止
め
ま
し
た
。 

「
A 

W 

G
治
療
器
」
を
日
本
と
海
外
で
特

許
申
請
を
し
、
医
療
治
療
器
と
し
て
申

請
し
ま
し
た
が
、
許
可
が
お
り
ず
に
迫

害
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
富

山
薬
科
大
学
や
韓
国
の
ハ
ン
ソ
大
学
等

で
追
試
を
行
っ
て
、
有
効
性
が
実
証
さ

れ
、
現
在
で
は
日
本
の
厚
生
労
働
省
と

米
国
の
食
品
・
医
療
品
局
か
ら
も
医
療

用
具
と
し
て
、
認
可
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
後
半
は
元
日
大
物
理
学
教
授
で
あ
っ

た
星
先
生
を
初
め
と
し
た
、
い
く
つ
か

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
意
識
文
明
の
幕
明
け

　
　
　
講
師
　
松
尾
　
み
ど
り 

氏

�

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

と
き　
　

平
成
25
年
11
月
16
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

松
尾
み
ど
り
氏
は
長
崎
県
出
身
。

幼
少
の
頃
よ
り
神
秘
体
験
や
臨
死
体

験
を
重
ね
、
高
次
元
の
意
識
体
と
コ
ン

タ
ク
ト
し
、「
意
識
の
科
学
」
の
研
究
に

取
り
組
む
。

心
の
働
き
と
、
遺
伝
子
や
免
疫
力
と

の
関
連
に
つ
い
て
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
く
な
ど
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
歓
び
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
国
各

地
で
講
演
活
動
を
開
催
中
。

対
談
共
著「
宇
宙
意
識
へ
の
扉
」
中
央

ア
ー
ト
出
版
社
（
廃
刊
）。

か
つ
て
宇
宙
よ
り
地
球
に
降
り
立
っ

た
人
類
は
、
永
い
時
を
か
け
て
数
多
く

の
文
明
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
と

共
に
3
次
元
の
地
球
ル
ー
ル
の
争
い
の

中
で
、
霊
性
は
地
に
墜
ち
、「
宇
宙
の
法

則
」
は
忘
れ
、
苦
し
み
と
怖
れ
の
4
次

元
の
負
の
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
本
来
の
光

体
で
あ
る
宇
宙
意
識
に
目
覚
め
る
時
が

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の「
怖
れ
」
に
基

づ
く
行
動
パ
タ
ー
ン
と
構
造
を
知
れ
ば

自
分
の
D
N
A
及
び
体
細
胞
に
異
変
が

生
じ
自
ら
生
み
出
し
た
四
次
元
の
幻
影

す
ら
脱
却
で
き
ま
す
。
そ
の
方
法
に
つ

い
て
私
自
身
の
異
次
元
体
験
か
ら
学
ん

だ
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

私
は
子
供
の
頃
か
ら
人
間
の
生
死
に

と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
人

間
同
士
の
争
い
や
喧
嘩
を
虚
し
く
思
い
、

自
分
は
何
故
こ
こ
に
い
る
の
か
そ
の
理

由
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

15
歳
の
時
、
交
通
事
故
に
よ
る
臨
死

体
験
を
通
し
て
初
め
て
別
次
元
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
リ
ア
ル
な
自

分
自
身
は
今
し
が
た
起
き
た
ば
か
り
の

事
故
の
現
場
を
上
か
ら
眺
め
て
い
た
の

で
す
。
全
て
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で

コ
マ
送
り
の
よ
う
に
見
え
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
静
寂
の
中
で
ふ
と
人
間
的
感

情
が
よ
み
が
え
る
と
一
瞬
に
し
て
肉
体

の
中
に
戻
り
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
し
て
間
も
な
い
頃
の
、

あ
る
夜
中
の
事
で
し
た
。
1
人
で
部
屋

に
い
る
と
突
然
室
内
に
光
が
出
現
し
、

渦
を
巻
き
な
が
ら
私
に
向
か
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
そ
の
光
に
包
ま
れ
て
垂
直

に
吸
い
上
げ
ら
れ
、
宇
宙
の
中
を
か
な

り
の
時
間
飛
翔
し
続
け
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
銀
河
に
浮
か
ぶ
巨
大

な
宇
宙
船
内
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
型
の

大
き
な
会
議
場
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
に
は
人
型
の
銀
河
人
た
ち
が

着
席
し
て
い
ま
す
。
天
井
は
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
型
の
巨
大
な
オ
ー
バ
ル
ス
ク
リ

ー
ン
と
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
私
た

ち
の
住
む
太
陽
系
の
運
行
状
況
が
映
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
い
る
人
々

は
皆
テ
レ
パ
シ
ー
で
会
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

銀
河
人
が
私
達
と
同
じ
人
型
な
の
で
、

私
は
思
わ
ず
「
何
だ
、
地
球
人
に
そ
っ
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く
り
だ
わ
」
と
思
っ
た
途
端
、
テ
レ
パ

シ
ー
で
「
地
球
人
は
私
た
ち
の
遺
伝
子

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
似
て
い
る

の
は
当
然
な
の
だ
」
と
言
う
返
答
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
映
像
が
地
球
に
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
と
、
全
員
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

意
識
を
集
中
し
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ

で
は
地
球
上
で
同
時
に
存
在
す
る
パ
ラ

レ
ル
ワ
ー
ル
ド
が
進
行
し
て
い
る
姿
が

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

宇
宙
で
は
地
球
時
間
は
全
く
通
用
し

ま
せ
ん
。
地
球
人
は
過
去
→
現
在
→
未

来
へ
と
時
間
を
直
線
的
に
考
え
ま
す
が
、

宇
宙
で
は
過
去
も
未
来
も
「
い
ま
」
に

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
球
人
は
他
者
と
の
比
較
で
価

値
を
決
め
ま
す
が
、
宇
宙
で
は
全
て
自

由
意
思
に
よ
る
選
択
で
決
定
し
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
学
び
な
が
ら
深
い
智
慧

に
至
る
の
で
す
。

地
球
人
の
ル
ー
ル
は
宇
宙
の
ル
ー
ル

と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
事
を
宇
宙
船

内
で
感
じ
取
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

私
は
10
代
で
臨
死
体
験
、
20
代
で
宇
宙

体
験
を
し
、
そ
し
て
40
代
で
過
労
と
医

療
ミ
ス
が
重
な
り
死
亡
体
験
を
し
ま
し

た
。
周
囲
の
反
応
を
よ
そ
に
死
ぬ
瞬
間

は
と
て
も
心
地
が
よ
く
、
眠
り
に
引
き

ず
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
意
識
が
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
生
気
は

足
元
か
ら
抜
け
殻
の
よ
う
に
胸
腺
に
向

か
っ
て
体
内
を
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

全
て
の
生
気
は
3
次
元
と
4
次
元
の

ゲ
ー
ト
で
あ
る
胸
腺
の
チ
ャ
ク
ラ
を
通

り
、
首
の
後
ろ
を
抜
け
て
脳
幹
を
経
て

松
果
体
か
ら
頭
頂
を
抜
け
て
い
き
ま
す
。

出
る
瞬
間
に
「
ポ
ン
ッ
」
と
い
う
音
が

し
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

肉
体
か
ら
魂
が
抜
け
る
時
に
は
霊
体

も
一
緒
で
す
。

肉
体
を
抜
け
る
と
周
囲
は
光
に
満
ち

て
い
ま
す
。
そ
の
光
の
渦
の
中
を
通
り

抜
け
、
や
が
て
広
く
美
し
い
空
間
に
出

ま
す
。
ガ
イ
ド
が
ず
っ
と
傍
に
つ
い
て

く
れ
て
い
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。
結
果
的
に
地
球
に
ま
た
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
光
に
包
ま
れ
て
戻

っ
て
く
る
の
で
死
後
の
世
界
は
何
も
怖

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宇
宙
意
識
の
世
界
に
は
不
安
も
恐
怖

も
病
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。
穏
や
か
な
光

に
包
ま
れ
た
平
和
な
世
界
で
す
。
し
か

し
人
間
は
自
ら
を
責
め
罪
悪
感
を
背
負

い
恐
れ
を
創
造
し
、
妄
想
と
幻
想
の
中

に
自
ら
が
棲
み
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
カ
ラ
ク
リ
に
気
づ
き
、
手
放
せ
ば

周
波
数
が
変
わ
り
現
実
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
魂
は
元
よ
り
宇
宙
の
高
次

元
か
ら
光
体
と
し
て
透
明
な
ア
ス
ト
ラ

ル
体
を
ま
と
い
、
地
球
の
物
質
で
作
ら

れ
た
3
次
元
の
肉
体
に
入
り
込
み
ま
し

た
。
光
次
元
（
5
次
元
）
の
魂
は
下
の

次
元
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
3

次
元
の
肉
眼
で
は
4
次
元
や
5
次
元
な

ど
上
の
次
元
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。遠

い
遥
か
な
昔
、
あ
る
宇
宙
人
た
ち

は
3
次
元
の
美
し
く
碧
い
水
の
星
の
地

球
を
見
つ
け
、
こ
の
地
球
に
住
み
地
球

人
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
肉
体

を
持
ち
地
球
上
で
生
活
す
る
に
は
遺
伝

子
の
操
作
が
必
要
で
し
た
。
元
来
、
宇

宙
人
と
し
て
12
本
持
っ
て
い
た
D
N
A

を
2
本
に
減
ら
す
こ
と
で
、
や
っ
と
人

間
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
自
分
た
ち
の
故
郷
の
星
を
思
い

出
し
て
帰
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

遺
伝
子
情
報
を
自
ら
減
ら
し
て
し
ま
っ

た
人
間
た
ち
は
還
る
方
法
を
思
い
出
せ

ず
、
た
だ
虚
し
く
寂
し
く
な
る
と
無
意

識
に
星
を
見
上
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
次
元
を
下
げ
周
波
数
を
下
げ

て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
か
つ
て
の
星
に

い
た
存
在
た
ち
と
交
信
し
た
く
と
も
遺

伝
子
の
D
N
A
が
不
足
し
て
い
る
為
に

思
う
よ
う
に
交
信
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ

の
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
る
為
に
、
地
球
時

間
を
ベ
ー
ス
と
し
た
時
計
や
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
り
、
宗
教
に
よ
る
観
念
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
は
自

分
た
ち
の
「
神
」
を
創
り
上
げ
て
祈
り

を
捧
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
球
人
の
作
り
上
げ
た
地
球
ル
ー
ル

に
よ
る
「
宗
教
」
で
は
正
邪
、
善
悪
、

優
劣
、
勝
負
、
被
害
者
と
加
害
者
、
成

功
と
失
敗
な
ど
の
2
元
的
な
世
界
で
自

分
や
他
者
を
裁
く
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、

正
し
い
こ
と
を
し
た
人
は
死
後
天
国
に

行
き
、
悪
い
こ
と
を
し
た
人
は
地
獄
へ

落
ち
る
と
教
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

比
較
・
競
争
・
闘
争
・
破
壊
と
い
う
無

限
の
ル
ー
プ
は
恨
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
、
集
合
的
な
負
の
ア
ス
ト
ラ
ル
界

（
霊
界
）
を
造
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
間
が
4
次
元
世
界
を
作
り

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

人
間
の
意
識
の
向
上
心
を
妨
げ
て
い

る
も
の
は
地
球
人
が
作
り
出
し
た
独
自

の
解
釈
に
よ
る
生
き
方
の
ル
ー
ル
で
し

た
。
こ
の
考
え
方
で
自
ら
を
呪
縛
し
、

元
の
宇
宙
へ
還
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い

た
の
で
す
。
こ
う
し
て
地
球
へ
の
輪
廻

転
生
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
闇
の
ア
ス
ト
ラ
ル
体
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

は
再
び
5
次
元
の
意
識
へ
進
め
ま
す
。

● ❽●



意
識
を
広
げ
る
事
で
、
こ
れ
か
ら
の
地

球
の
人
々
は
2
0
0
年
の
寿
命
を
得
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

特
に
日
本
に
は
、
今
回
の
生
で
こ
の

負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
輪
廻
転
生
の

サ
イ
ク
ル
を
終
わ
り
に
し
よ
う
と
レ
ム

リ
ア
や
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
か
ら
生
ま
れ

変
わ
っ
た
魂
た
ち
が
数
多
く
存
在
し
ま

す
。
日
本
は
昔
か
ら
世
界
で
も
珍
し
く

宗
教
や
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
海

外
の
習
慣
や
考
え
方
も
わ
り
と
す
ぐ
取

り
入
れ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

3
万
年
前
の
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
と
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て

幾
度
に
も
わ
た
る
気
候
変
動
や
海
面
上

昇
、
大
陸
の
移
動
な
ど
で
現
在
の
よ
う

な
海
で
囲
ま
れ
た
地
形
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
世
界
で
も
珍
し
く
深
い
山
や
谷

が
あ
る
自
然
に
恵
ま
れ
、
何
と
言
っ
て

も
美
し
い
四
季
が
あ
り
水
が
豊
富
で
す
。

私
達
が
見
慣
れ
た
こ
の
日
本
の
紅
葉
を

わ
ざ
わ
ざ
海
外
の
人
々
が
見
物
に
や
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
自
然
環
境
が
日
本
人

の
美
的
感
覚
を
持
っ
た
穏
や
か
な
誰
し

も
を
受
け
入
れ
る
国
民
性
を
造
っ
た
の

で
す
。

ま
た
豊
か
な
自
然
や
山
林
に
恵
ま
れ

た
日
本
人
は
山
や
川
や
海
に
も
神
が
宿

る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
に
は
山

が
多
く
富
士
山
は
霊
峰
と
見
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

縄
文
時
代
に
は
様
々
な
高
度
な
建
築

技
術
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
三
内
丸
山
遺

跡
で
は
縄
文
人
の
優
れ
た
技
術
の
痕
跡

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
そ
の

子
孫
で
あ
る
現
代
の
日
本
人
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

私
た
ち
の
生
き
方
に
つ
い
て
大
事
な

も
の
は
、
自
ら
の
直
観
に
従
い
言
葉
に

す
る
事
。
そ
し
て
そ
の
内
容
に
沿
っ
た

意
志
を
持
ち
実
際
に
行
動
に
移
す
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
直
感
（
直
観
）
→
言
葉

（
言
霊
）
→
行
動
（
意
志
）
を
貫
く
こ
と

で
す
。

例
え
ば
不
言
実
行
と
言
う
表
現
が
あ

り
ま
す
が
、
言
葉
を
発
し
な
け
れ
ば
3

次
元
世
界
で
は
現
実
化
し
ま
せ
ん
。
有

言
実
行
に
は
言
霊
が
宿
り
、
音
の
世
界

が
あ
っ
て
初
め
て
物
事
は
成
就
す
る
の

で
す
。
地
球
人
の
多
く
は
誰
か
が
決
め

た
こ
と
に
対
し
て「
～
ね
ば
な
ら
な
い
」

「
～
し
て
は
い
け
な
い
」「
～
す
る
べ
き
」

等
々
と
他
者
や
自
分
に
強
制
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
自
ら
が
「
～
を
し
た
い
」
と
い

う
。
自
発
的
な
表
現
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
忍
耐
し
て
何
も
言
わ
ず
に
黙
殺

し
て
い
て
は
、
宇
宙
は
あ
な
た
が
そ
れ

を
選
択
し
た
と
受
け
取
り
ま
す
。
従
っ

て
、
黙
殺
し
た
結
果
が
現
実
に
な
る
の

で
す
。

有
言
実
行
と
は
他
者
に
向
か
っ
て
宣

言
す
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

心
か
ら
の
思
い
や
意
志
を
言
葉
に
す
る

事
で
の
自
分
へ
の
誓
い
で
す
。
自
分
自

身
が
発
し
た
言
葉
を
自
分
の
耳
で
聞
き

止
め
る
と
全
身
全
霊
が
振
動
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
ま
す
。
そ
れ
と
は

逆
に
他
者
に
何
か
を
強
制
し
た
り
、
暴

言
を
吐
い
た
り
す
る
の
は
本
人
の
恐
怖

心
の
裏
返
し
で
す
。
と
て
も
気
が
小
さ

く
他
者
の
評
価
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し

て
い
る
証
な
の
で
す
。

言
葉
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
表
現
体
で
す
。

私
た
ち
の
心
も
体
も
全
て
が
光
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
存
在
で
す
。
そ
の
状

態
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
動
率
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
バ
イ
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。
心
の
中
に
不

安
や
恐
れ
が
あ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小

さ
く
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
米
」
と
い
う
字
は
「
光
」
を
現
わ
し

ま
す
。
妖
精
や
精
力
な
ど
の
「
精
」
は

「
青
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
が
健
康
な
状
態
の
私
た
ち
の
体
を

覆
っ
て
い
る
オ
ー
ラ
で
す
。
気
が
病
む

と
病
気
で
す
。

本
来
自
ら
が
持
つ
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
流
れ
を
、
誤
っ
た
思
考
や
感
情
で
ブ

ロ
ッ
ク
し
て
い
る
時
に
病
気
と
し
て
教

え
て
く
れ
ま
す
。
病
気
は
決
し
て
人
間

を
死
に
追
い
や
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
づ
き
を
与
え
思
考
の
パ
タ
ー
ン

を
「
地
球
ル
ー
ル
」
か
ら
「
宇
宙
ル
ー

ル
」
へ
と
変
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

現
在
の
4
次
元
の
状
態
を
3
次
元
の
肉

体
に
映
し
て
出
し
て
い
る
だ
け
な
の
で

す
。
ま
た
様
々
な
炎
症
は
自
分
の
内
側

に
激
し
い
怒
り
や
憤
り
を
抱
え
て
い
る

証
で
す
。

特
に
自
分
自
身
が
言
葉
に
し
て
本
音

を
表
現
で
き
な
か
っ
た
事
へ
の
バ
ッ
シ

ン
グ
で
す
。
地
球
人
と
し
て
生
ま
れ
て

来
る
人
生
の
前
半
は
、
過
去
世
で
処
理

で
き
な
か
っ
た
感
情
パ
タ
ー
ン
を
カ
ル

マ
と
し
て
清
算
す
る
期
間
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
の
周
囲
の
人
間
環
境
の
中
で

自
分
の
内
側
に
潜
ん
で
い
た
否
定
的
な

感
情
を
浮
上
さ
せ
る
触
媒
と
し
て
、
人

間
関
係
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
に
身
近
な
母
子
関
係
や
夫
婦
関
係

は
、
同
じ
カ
ル
マ
を
持
つ
者
同
士
が
清

算
の
為
に
生
ま
れ
る
前
に
約
束
を
交
わ

し
地
球
に
転
生
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

が
相
手
の
ど
の
言
葉
や
態
度
に
反
応
し

て
い
る
か
を
静
か
に
眺
め
て
み
る
と
、

自
分
が
何
を
恐
れ
て
い
た
の
か
が
よ
く

見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
も
し
あ
の
時
、

●❾ ●



自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
で
き
て

い
た
ら
、
こ
ん
な
に
怒
り
が
出
て
く
る

こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。「
相
手
に

わ
か
っ
て
欲
し
い
」「
相
手
に
わ
か
ら
せ

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
相
手
へ
の
反

発
心
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
れ
は「
相

手
に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
相

手
依
存
症
に
か
か
っ
て
い
る
サ
イ
ン
だ

か
ら
で
す
。

自
分
と
向
き
合
い
、
自
分
が
悔
い
な

く
行
動
で
き
た
こ
と
を
納
得
で
き
れ
ば

そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
あ
と
は
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
、
ス
ッ
キ
リ
と
他
者

を
恨
む
こ
と
も
無
く
な
り
ま
す
。
こ
う

し
て
カ
ル
マ
は
清
算
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

自
分
と
考
え
が
違
う
人
、
気
に
な
る
相

手
は
、
あ
な
た
の
カ
ル
マ
を
引
き
出
す

役
割
を
担
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
同

時
に
あ
な
た
も
他
人
の
カ
ル
マ
を
引
き

出
す
役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
カ
ル
マ
消
滅
の
為
に
お
互
い
の
よ
く

似
た
周
波
数
で
引
き
寄
せ
合
っ
て
い
ま

す
。
人
間
が
作
り
出
し
た
神
々
に
自
分

の
人
生
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
内
な
る
神
、
つ
ま
り
宇
宙
意
識
に
気

づ
き
ま
し
ょ
う
。
宇
宙
意
識
の
直
観
に

従
い
自
ら
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
ハ

ッ
キ
リ
し
た
意
志
を
持
っ
て
行
動
す
る

の
で
す
。
自
分
の
内
な
る
声
に
心
の
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

宇
宙
に
は
比
較
が
な
く
、
あ
る
の
は

自
ら
の
意
思
で
選
択
す
る
だ
け
。
そ
し

て
体
験
し
、
そ
の
結
果
か
ら
学
び
ま
す
。

や
が
て
学
ん
だ
こ
と
は
智
慧
に
な
り
「
直

観
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
学
ば
な
い
人

は
愚
痴
、
後
悔
、
恨
み
と
闇
の
世
界
を

作
り
上
げ
る
の
で
す
。
こ
の
智
慧
を
増

や
す
ほ
ど
に
、
失
わ
れ
た
D
N
A
が
復

活
し
ま
す
。
こ
れ
が
未
来
を
拓
く
の
で

す
。
高
次
元
宇
宙
に
は
悲
し
む
人
も
病

人
も
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生
や
生
き

方
を
、
人
工
的
に
作
り
上
げ
た
神
々
や

占
い
師
や
他
者
に
委
ね
る
よ
う
な
魂
は

い
ま
せ
ん
。

直
観
は「
宇
宙
の
図
書
館
」
で
も
あ

り
、
自
分
の
内
に
あ
り
ま
す
。
自
分
自

身
を
信
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
で
す
。

行
動
に
移
し
て
体
験
す
る
事
に
よ
り
失

わ
れ
た
宇
宙
D
N
A
の
コ
ー
ド
を
取
り

戻
し
、
他
者
の
事
も
他
者
の
喜
び
や
気

持
ち
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
と
他
者
は
元
来
、
一
つ
の
大
き
な

光
の
中
か
ら
別
れ
て
き
た
魂
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
は
い
ま
、
究
極
の
選
択

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
心
を

占
拠
し
て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
?　

宇
宙
意
識
文
明
は
あ
な
た
の
高
次
元
の

意
識
を
通
し
て
の
み
、
こ
の
世
界
に
顕

在
さ
れ
ま
す
。
全
て
の
人
と
共
に
智
慧

を
出
し
合
っ
て
、
新
し
い
文
明
社
会
を

顕
現
さ
せ
て
い
け
る
こ
と
を
私
は
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　
　

人
類
の
魂
は
宇
宙
か
ら
き
た
こ
と
。

日
本
人
は
宇
宙
意
識
の
直
観
に
従
い
そ

れ
を
言
葉
（
言
霊
）
に
し
て
行
動
に
移

す
こ
と
が
大
事
と
示
し
て
頂
い
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
非
会
員

26
名
合
計
40
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料

込
み
）
で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　
春
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

春
の
大
会
テ
ー
マ

真
我
へ
の
目
覚
め
!

～
女
性
の
直
観
に
始
ま
る
～

日
時
：
平
成
26
年
4
月
20
日
（
日
）

9
：
45　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
15　

開
演　

18
：
30
終
演
予
定

講
演
・
実
演
者

鈴
木
秀
子　

宮
㟢
貞
行　

柏
田
穂
積

A
K
I　

中
野
三
智
子　

原
久
子

越
川
禮
子

18
：
00
～
18
：
30　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン　

パ
ネ
ラ
ー 

参
加
講
師
陣

会
場　
（
財
）
修
養
団
S
Y
D
ホ
ー
ル

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　

サ
イ
科
学
会
会
員　

六
千
円

　
　
　

一
般
予
約　
　
　
　

七
千
円

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認
後

チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
み
先

口
座
番
号　

00170
-1

-196569 

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

申
込
受
付　

協
賛
会
員
3
月
10
日
～

　
　
　
　
　

一
般
3
月
20
日
～

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

電
話　

0 

3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
0

E-m
ail  infom

ation@
subtle-eng.com

U
RL  http://w

w
w

.subtle-eng.com
/

大
会
運
営
委
員
長　

井
上　

恒
弘

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
8
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 
秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
�A�

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

●� ●

る。はじめに留意すべき問題は「水」との親和
性であろう。つまりこの時考慮すべき第一要
因は微小水滴とオーブの関係である。古来か
らの民俗学や伝承によると、霊（スピリット）
という字は、「雨の巫女」の意味があるという。
つまり、オーブ（たまゆら）は降雨に関係して
出現する、と言われている。

一般には、オーブは簡単には写らない。研
究者は、最初は、様々な試行錯誤を試みたの
ち、「降雨とオーブ」の問題にたどり着く。結果
として、筆者らも経験したが、「雨の降り始め
に写り易い」ことになる。上記の大気電気学の
シンプソン（1927）によると、雷雨の降初め（前
半）は陽イオンを含んだ雨が多く、後半は陰イ
オンを含んだ雨が多い。豪雨の時は、殆どす
べての雨は陽（+）に帯電している、という。陽
イオン帯電の雨は、上記の大気陽イオン・ボー
ル（球の内部が陽、表面は陰）に相当すると考
えると、雨の降り始めに「たまゆら」が写り易

いことになる。豪雨の時は、雨滴の大部分が
陽（+）に帯電している様子なので、上記の空
間電界の影響により、大気イオン・ボールが
形成されやすく、オーブが写り易いことにな
る。他方、Webサイトに発表された川崎利男
氏の「スプレー噴射水によるオーブ形成」等に
よると、豪雨の降り始めに撮影された雨滴像
は、殆ど総てがオーブであった。また降雨が
止んだあとは、暫くの間は、オーブが写らない、
等が同種の理由で説明可能となる。筆者らの
結果の一例を写真1（No, oo96）、2（No, 0137）
に示した（写真省略）。小雨の降り始めに撮し
たものであるが、殆ど総ての小円像はオーブ

（たまゆら）であった。



殆ど総ての雨が陽（+）に帯電している（1927、
シンプソン）という。これらを説明するものに
シンプソン説がある。通常、水滴は表面（外側）
は陰、内側は陽の2重層になっている。水滴
が分裂するとき、外側は陰の電価を持つ陰イ
オンとなり、残りの内側は陽イオンの水滴にな
る。陰イオンの水滴は上昇し、陽に帯電した
水滴は下方へ偏り、その為に雷雲の下側は陰
に帯電する事になる、という。

（2−4）水の破砕による場合
滝や噴水などの水しぶきの周りでは、陰イ

オンが多い。レナード効果と呼ばれるもので、
摩擦等が原因となって静電気を帯びた水を、
破砕する時に、大気がイオン化する。

3．大気イオン・ボールの形成
電子と原子核から構成されている原子に対

して巨大なエネルギーを加えると、電子は原
子殻の外側に飛び出して自由電子と陽イオン
になり、電子を得た原子は陰イオンになる。こ
の現象を電離といい、この状態をプラズマと
いう。プラズマ中にミクロンオーダーの微粒
子（埃、エアロゾル）を入れると、電子が表面
に付着して、大きな負イオンの様に振る舞う。
大気中に微粒子が多量に存在すると電子、陰
イオン、陽イオンが混合した荷電粒子群（大気
イオン群）が出来る（以上の詳細は、日本大気
電気学会の報告等を参照）。

大気イオンは大気の電離作用に依って生成
するが、陰と陽のイオンの再結合やエアロゾ
ル（埃）への付着等を経て次第に消滅する。大
気イオンの寿命はエアロゾル濃度の影響を受
け、数十秒～千秒（高濃度ほど早い）程度であ
る。しかし、宇宙線は何時も降り注いでいる
ので、大気イオンの生産は何時も継続してい
る。大気中には、原子や分子サイズ程度の大
気イオン（帯電粒子）もあるが、分子サイズよ
りも遙かに大きな大気イオン｛ 1×10−2μm ｝、
例えば、氷晶、水滴、個体微粒子などのエア

ロゾルがある。それらは風などの環境の影響
を大きく受けることになる。

大気陽イオン・ボールは、球の内側に多数
の陽イオン群を持ち、外側に電子（陰）等を
持っているが、全体としては、電荷はほぼゼ
ロ（中和）である。つまり、ボール内にある陽

（+）電荷の粒子群は、陽（+）イオンの周りに集
まる電子（−）等によって、電荷が遮蔽される
傾向がある。プラズマの分野ではこれをデバ
イ遮蔽という。この大気陽イオン・ボールと、
空間電界によって形成される大気陰イオン・
ボールから成る大気イオン・ボールに意識面
を追加したものをオーブ（orb）と呼ぶ。ここに、
意識に相当する実体を、我々はPSI-pair群（素
粒子群の物理量表示であるが、可能性を示し
ている）と呼んでいる。またSPI-pair群はサイ

（気）の母体でもある。つまりオーブ（orb）出現
は超常現象の一種でもある。

4．オーブ（orb）形成
意識と体外にある物質が、直接に、相互作

用する現象をマクロPK（念力）という。撮影す
る人の意識と体外にあるオーブが連絡しあっ
ていると判断されるので、オーブ撮影も一種の
超常現象であろう。この現象の仲介をするの
はサイ（気）であり、サイ（気）の物質面の基幹
を構成するのはPSI-pair群である。PSI-pair
群は電子、陽電子、微細身素粒子等から構成
されている。オーブには、核形成前（中に模様
が無い）と核形成成長（カオス成長、マンダラ
模様）があり、核形成条件としてエネルギー
一定条件がある（以上の詳細は、｛「オーブ」は

「パワースポット」にいる、2013、岩波ブックセ
ンター、参照 ｝）。

5．検討と考察
赤外線領域が撮影可能なデジタル・カメラ

を用いて、電離している薄暗い空間にむけて
フラッシュ撮影すると、小球状（円形）のオー
ブ（たまゆら）が、ノイズとして写り込んでく

● �●



「オーブ」と「イオン・ボール」の形成（1）

1．はしがき
オーブ（orb）とは「たまゆら」のことであり、

「あの世とこの世（霊と物質）」の両方に跨って
存在している。「イオン・ボール」とは球形状
のイオン集合体のことである。原子に巨大なエ
ネルギーを加えて電離させると陰イオン、陽イ
オン、電子になる。これをプラズマと言う。た
だし、大気を対象にする本報などの場合には、
プラズマとは呼ばないで大気陽イオン、大気
陰イオン、電子と呼ぶ。本節で問題にするイ
オン・ボールやオーブの形成には、大気イオ
ンが主要素になっている。そこで、本報では、
過去の実験等から得られた諸条件を基にして、
オーブ（orb）ならびにイオン・ボール形成のメ
カニズムを検討する。

2．大気イオンの生成
ダークマター（暗黒物質）を除くと、太陽や

星などから構成される宇宙全体の90%以上は
プラズマから構成されており、電磁気学的に
は、ほぼ中和の状態で存在している。「オーブ」
が出現する地球は、厚い空気層（大気層）に包
まれており、そこには何時も中性子線や中間
子線等の宇宙線の照射があり、この被曝を受
けた結果として、大気の一部は電離している。
これらの大気イオンの存在により、大気中に導
電性が生じることになる。

大気を電離させる方法としては、（1）宇宙線、
（2）岩石の放射線、（3）雷雨などの気候変動、
（4）水の破砕による場合等がある。

（2−1）宇宙線による場合
はじめに晴天時の場合を検討する。地球

全体を取り巻く大気層は、宇宙からの宇宙線
照射のために一部が電離していて上層部は陽

（+）、地表部は陰（−）に、常に、帯電している。
この為に、地球は電磁気的には巨大な球形・
地球コンデンサー（約30万V）として存在して
いる。しかし、実際には、ごく一部の電離のた
めに、上層から下層（地表）に向けて、極僅か
ながら電流が流れている。上層部（高い所）に
なるにつれて宇宙線が多くなって電離の効果
が増大すること、並びに高くなるにつれて空
気成分の密度が薄くなるので、イオンの平均
自由行程は大になる。これらの結果として、電
気伝導率は高さとともに次第に増加する。他
方、電界強度は、逆に、高度が低くなるにつ
れて次第に大になる。地表面近くでは100V/
m、程度であるが5km上方では約1V/mにな
る。これらの両作用の結果として、大気中の
電気伝導率は、高度に無関係にほぼ一定値に
なる。しかし、それらは時間と場所、ならびに
季節などによっていつも変動している。

（2−2）岩石等の放射線による場合
地表面をとりまく大気の導電性は､ 深成岩

としての玄武岩や花崗岩などを介して、地中
から放出される放射性物質（ガンマー線、ラド
ン等）が、大気中に拡散して大気を電離させ、
イオン化させる事により、生まれる。

（2−3）雷雨などの気候変動による場合。
晴天時には、大気の上層部は陽（+）に、地

表面は陰（−）に帯電している。厚い雷雲が発
生すると、雷雲の上側は陽（+）、下側は陰（−）
に帯電するようになる。そして、雷雲の下にあ
る地表面は、次第に陰から陽に変化して、陽

（+）に帯電することになる。雨が降ると、雷雨
の前半は陽（+）を含んだ雨が多く、後半では
負（−）の雨が多くなる。しかし、豪雨の時は、

●� ●
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底辺や高さの大きさの指定は、連続的に任意
の値の指定がマウスにより指定できる。

5．事例
次に、本方法論にしたがって作成したコンテ

ンツのいくつかを示しておこう。
図2は、熱伝導の様子を動的に視覚化したもの

である。初期条件は任意に指定できる。時々刻々
の伝導の様子が目で見え、伝導の本質が瞬時に
理解できる。方程式からはほぼ不可能である。

図2　熱伝導方程式解の視覚化

図3は判別関数を動的に視覚化したものであ
る。判別の概念は視覚的に示されると直ちに
わかるほど簡単なものであるが、これを行列
を使って数式で示されてもなかなか理解でき
ない。

以上2つの例で、動的視覚化法で難しい内容
の意味を瞬時に伝えられることを示した。なお、

動的視覚化のコンテンツ例は、YouTubeを開き
hiroto namihiraで検索すると30以上が参照で
き、そこからHPに行くと数例のプログラムがダ
ウンロードできるようになっている。

参考文献　　関英男　“加速学習法”　星雲社
1995.9 .1

図3　判別関数の視覚化

図２ 熱伝導方程式解の視覚化

底辺や高さの大きさの指定は、連続的に任意の値

の指定がマウスにより指定できる。

５．事例

次に、本方法論にしたがって作成したコンテン

ツのいくつかを示しておこう。

図２は、熱伝導の様子を動的に視覚化したもの

である。初期条件は任意に指定できる。時々刻々

の伝導の様子が目で見え、伝導の本質が瞬時に理

解できる。方程式からはほぼ不可能である。

a 任意の分布設定 ｂ 領域の判別

ｃ 判別結果の立体的表示

a 任意の分布設定 ｂ 領域の判別 ｃ 判別結果の立体的表示

図３ 判別関数の視覚化

図３は判別関数を動的に視覚化したものであ

る。判別の概念は視覚的に示されると直ちにわか

るほど簡単なものであるが、これを行列を使って

数式で示されてもなかなか理解できない。

以上２つの例で、動的視覚化法で難しい内容の

意味を瞬時に伝えられることを示した。なお、動

的視覚化のコンテンツ例は、youtube を開き

hiroto namihira で検索すると３０以上が参照でき、

そこから HP に行くと数例のプログラムがダウン

ロードできるようになっている。

参考文献 関英男 "加速学習法" 星雲社

1995.9.1

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------



●� ●

1つの出来事に対し、その個人ごとの意味は
個々の価値座標系を通して異なったものに見え
る。したがってその伝え方の方法は、どの受け
取り手に対しても伝わるような大きな冗長性を
持つものである必要がある。冗長度の高い伝達
手段は視覚である。

3．視覚の特徴
視覚情報は他に比べ情報量が非常に多い。

俚諺にも“一目瞭然”という。窓の外の景色を言
葉だけで伝えることの困難さを想像してみよう。
それが一枚の絵で瞬時に伝わる。

視覚の質的特徴としては、次のことが挙げら
れる。

（1）異なったものの中に統一的なものを見る。
（2） 図の中に、規則性、シンメトリ、簡単な要

素を見る。
（3）複雑さの中に簡単を見る。
（4） 変化に敏感　強度の2次導関数を感覚：こ

れは、縁取りを自動的に行うことである。
下の図は、カニッツァの三角形といわれるも

のである。目は視覚の特徴を反映して、実際に
はない三角形を感じる。

4．新しい伝達手段
人の脳はいくつかの断片的な図をつなげて、

そこから全体的な意味を抽出するという機能を
持っている。悟性と呼ばれるものである。その

メカニズムの解明はできるとしても遠い先の話
であろうし、私は謎にとどまるであろうと思っ
ている。誰でも持っているがよく考えれば何故
かはわからない。

図の情報量の多さという特徴に加えて図に動
きを追加すると、含まれる複数の要素間の因果
関係および量的な相互関係という内容の意味に
は本質的に大切なことを目は一瞬にして理解す
る。このプロセスを伝達に具体化すれば、論
理的な内容を視覚的に伝える新しい方法論に
なる。

考える方法論は、伝える対象である論理的な
内容を図にして、それを論理の進展とともに図
として展開していくというものである。状態の
図化はコンピュータで処理する。すなわち、新
しい方法論は、論理自体の視覚化となる。これ
を動的視覚化法と名付けた。

次の図は、動的視覚化法による任意の円錐の
展開図をつくるコンテンツの展開過程の断面を
いくつか表示したものである。

図1　立体展開図

１つの出来事に対し、その個人ごとの意味は個

々の価値座標系を通して異なったものに見える。

したがってその伝え方の方法は、どの受け取り手

に対しても伝わるような大きな冗長性を持つもの

である必要がある。冗長度の高い伝達手段は視覚

である。

３．視覚の特徴

視覚情報は他に比べ情報量が非常に多い。俚諺

にも"一目瞭然"という。窓の外の景色を言葉だけ

で伝えることの困難さを想像してみよう。それが

一枚の絵で瞬時に伝わる。

視覚の質的特徴としては、次のことが挙げられる。

（1）異なったものの中に統一的なものを見る

（2）図の中に、規則性、シンメトリ、簡単な要

素を見る

（3）複雑さの中に簡単を見る

（4）変化に敏感 強度の２次導関数を感覚：こ

れは、縁取りを自動的に行うことである。

下の図は、カニッツァの三角形といわれるもので

ある。目は視覚の特徴を反映して、実際にはない

三角形を感じる。

４．新しい伝達手段

人の脳はいくつかの断片的な図をつなげて、そ

こから全体的な意味を抽出するという機能を持っ

ている。悟性と呼ばれるものである。そのメカニ

ズムの解明はできるとしても遠い先の話であろう

し、私は謎にとどまるであろうと思っている。誰

でも持っているがよく考えれば何故かはわからな

い。

図の情報量の多さという特徴に加えて図に動き

を追加すると、含まれる複数の要素間の因果関係

および量的な相互関係という内容の意味には本質

的に大切なことを目は一瞬にして理解する。この

プロセスを伝達に具体化すれば、論理的な内容を

視覚的に伝える新しい方法論になる。

考える方法論は、伝える対象である論理的な内

容を図にして、それを論理の進展とともに図とし

て展開していくというものである。状態の図化は

コンピュータで処理する。すなわち、新しい方法

論は、論理自体の視覚化となる。これを動的視覚

化法と名付けた。

次の図は、動的視覚化法による任意の円錐の展

開図をつくるコンテンツの展開過程の断面をいく

つか表示したものである。

(1) 初期図 (2) 底辺を拡大

（3）高さ修正 （4）高さ修正（続き）

(5) 断面 (6) 展開

図１ 立体展開図



動的視覚化法による論理の瞬間伝達法
（加速教育法の系列）

1．はしがき
いまから40年くらい前のことであるが、関英

男先生により加速教育法と名付けられた新しい
教育法が提唱され、いろいろな実験を経てそ
の効果が注目されていた。この方法は、ブルガ
リアで開発された暗示を使う主に語学を対象と
する教育方法で、従来に比べて50倍の効果が
あるとされる画期的なものであった。米国の2
人の女性ジャーナリスト（オストランダー、シュ
ローダー）により広められ非常に有名になったも
のである。

関先生は、この方法を大学における工学教育
に活用されて語学教育との違いに気付かれ、加
速教育法の重点を記憶の定着におくべきことを
示唆されている。今回提案する動的視覚化法は
この流れに沿って内容の“意味”の伝達に焦点
を当てるものである。

2．論理的な内容の意味の伝達について
まず、分かるとは何かについて考えてみよう。

数学者の岡潔先生は、度合いの違う“わかる”
があることを指摘された。すなわち、形式的に
分かることと情緒的に分かることの2段階であ
る。形式的に分かるとは、内容を解く手順を記
憶したりあるいは数式展開を忠実に間違いなく
追って結論に至るような理解である。もう一つ
の情緒的に分かるとは、いわゆる“腑に落ちた”

という理解である。頭で理性的に考えなくても、
それがごく自然に思えるように深まった理解で
ある。筆者はこの他に、クオリアに達する震え
るような感動を伴う理解があると考える。ペテ
ロの大改心などがそうであろう。

つぎに、意味とは何かについての考察に移ろ
う。たとえ話、ことわざ、都都逸等の判りやす
さの理由は何であろうか。それは、それを話す
人と聞く人々の文化の背景が共通して物事の解
釈の基盤が一致しているからであろう。背景が
異なればさっぱりわからない。

個々人について言えば、生まれて現在に至る
までの過程の差を反映して価値観が個々人で異
なる。各々の価値観でものごとを測ったものが
その人にとっての価値である。個人ごとの価値
観の全体を価値座標と呼べば、人が一つの出
来事を自分の価値座標で位置づけしたものがそ
の人の価値である。そして、その価値座標系（あ
るいは視点）は人により異なる。したがって、同
じことでも受け取る側に多義性が生じる。それ
が故に、多くの人に物事を伝えるのが難しいの
である。

視点が合わなければ同じものを見ても意味が
分からないことを示す例として、次の図を挙げ
よう。　

これはコサック騎兵の図であるが、焦点が定
まらねばモザイクにしか見えない。

動的視覚化法による論理の瞬間伝達法
（加速教育法の系列）
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